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決り、更に3字毘、 4字自を決定する。その決定には一句内のバランス 3: 2 
による (A令 C) と、 1句内の「二四不i司」から 4字国を決め、下三連を犯さ
ないように 3宇田を決める (B，D) とになり、 l可じ基本平j天裂が導かれる。
l 四つの基本平灰句型
J.起 f・・OOJ灰JI文→5字自.r・・00・JA (・・3:2・)00 
JX起「・・OOJ 平収→ 3字国・「・・・O~J B(・・ 240~) 3字自.
平起 rOO..J平1又→5字自orOO..~J C (003 : 2~) ・・
(31) 




!習の 2字国 4字国の平j天が皮対になってつっぱりあうこと。粘法とは 2・3旬














r..OO.J A 白日依L1J霊 ..00. A haku，juu， 11，4 
rOO..Q)J C 黄河入海流 00・.Q) C 2，‘nifu;:3.2 
rOOO・.JD 欲窮千昼間 .00・.D ，:3moku 不論
f・.OQ)JB 更上一層楼..OQ) B 4A，iti，2.2 
一一以下街りのない作品例示は大家カルタの拐j
平j天式の後に記したローマ字表記が入声を表し、数字が現代漢詩の声調を示
す。それに従ってその前に撞いた平灰 (0・)を導くことができる。 D 1 
1ヨのみ許容員iJを利用。
2 -u DBAC型 罷相作 李適之 (W三百首~ 5/27例、「大家J1/15例)
rOOO..J D 避賢初罷相 .00.. D -heki，2，1，4，4 -不論
r...OQ)J B 楽聖旦街杯 @・.OQ) B raJm，43，2J 平声灰韻
「・.00・JA 浅間門前客・・00・ A 4，42，2ね'aku
rOO..Q)J C 今朝幾笛来 OO..Q) C 1，，3，42 平声灰韻
D -1字屈のみ許容射を利用し、 .:0が11: 9の小さな椴旋がある。
(32) 
平声1:1]怒号からすれば2句、 4旬は平i恨のBCいずれか、 31:0はJX収ADのいず
れかであるから 2・3・4匂の組み合わせは i製CDB、 i裂BACの組み合わ








押韻j、 i1fJj文j は印p韻j を意味するから、押韻規則遵守か押韻規員IJ+αかを
正格・備格の識号IJ標識とできる。
{濡格平灰式
2 -iuBCDB (A→ 春怨金畠緒I (W三百首s 2/27{9U、「大家J2/15{J1J) 
r...O(Q)J B 打起黄駕見お~.・OO@ 3，3，2，1.2三掲で下三平を犯す
rOO..(Q)J C 莫教枝上:締C~・00・@ baku，1，42 (一掬を三で救援、
iOOO..J D r時時驚妾夢D 000.. 2.2，14，4 孤平を避けた。)
i...O(Q)J B B .・・O@ 4.toku，4.2:， 1見、!時も平声斉譲
は1甲種掲:七言第一字、 C型以外の五言第一字、
式 (C"裂に・eを乗せた型以外)の七言の第三字「可以不避、告可以不
救J 2乙穏掲:五言第三字、七言第五字 i1:嘉可能避免、否別儀可能補救J 3丙
穂j幼;C理五言第一字、同式七言の第三字「絶撃す遊免、否員lJ必須補救J (上掲
p90) と実相を提示している。
2 -ivCBAC型 (D→C)勧酒子武陵 (W三百普J1/27例、「大家J1/15例)
rOO..(Q)J C 萄j君金屈底C〆・00・(Q)4，l1，kutu，1 (一説jを三で救握、
r...O(Q)J B 満酌不須蘇B・・・O@3，shaku，41，2 孤平を避けた。)
r.・00・JA 花幾多風雨A-O・00・l，hatu，l1，3 -不論












換えて i ~ DABD (..0.) i ADCA (..0.)を表示している。こ
れはもし灰声はみな韻を踏むなら、正格と事j1韻÷αの備格の関{系を意味するが、
11議氏は初旬 D、 A の DC声韻に「不3:qì韻J の注記をして~:ljl韻 +α とはせず\初旬
を正格に換えるような註も施していない。そこで WJ者詩三宮首』にある 9首の
平j天式を克てみると、機械的に導いた正格 iCABD、iBDCAは一例も見え
ず、漁民の iDABD (..0.) 3例(斐迫「送握九j、劉長期1r送j二人Jr送
) i1ADCA (.・o・)191J (王紺:r竹製館J)となっており、後の
はみな反法や粘法の成立しない破格である。 W)吾詩三百首』になかったIE格 j
CABDには(皮日体「寒夜浩重量J)、1iBDCAには(皐甫曾 rl.U下泉J) が松尾
























JX起→平~>Z. r・・・O@JB → 
平起→平収 rOO..@JC → 
OOr..oo・JA 平起→j天収
oor...O@JB 平起→平収
•• fOO..@J C J天起→平収




替えて jBCDB (@@・@)、 iCBAC (@@・@)、 ijACDB (・0・@)、
ivDBAC (・0・@)とする。
2 七言絶句正格の平氏式






2 -i 正格平灰式 i CBAC (W三百首I22/51例「大家J7/18WU) 
夜前寄北 李腐i嬉
君1'1司賜期末有期 0・OO..@C-1，4，1，1，4，3，1ー 不論 平声支韻
巴山復雨接秋池 00...0(CJj B 1，，4，3.3，12 平声支韻
何嘗共努西欝燭 00..00・A 2，1，43ム1，shoku
部話出品夜雨時・・OO..@C l):yaku，4 1，1，43，2 平声支韻











2 -iv i扇格平J¥式 iv DBAC 2/51例、「大家j 1/18 f3iU) 
九月九日強!JJ東兄弟 王維
j窃在異郷潟異客窃..00.. D -dol¥.U，4，4，l ，2，4kya]¥.u 
毎逢佳節{音j忍親 .OO..O@ B 掛!を..-で救嫁
遥知兄弟愛高麗 000.00. A 2，11，41，14 
遍播莱英少一人 .OOO..@ C 幼、親、
3 ~議氏表示の七言絶句の平灰式
3-1平声額、平氏式
日議守真が示す七言絶句の平J¥式は Il}天起平it員jE絡J (i CBAC) f2 
額、{扇格J (i B C D B) として、( )に対応を訴した松j議式正格平J¥式に栂当



















i:'5 DA13D (..O.)jとなるの i4平ifiD¥韻JE格」は平l起D¥収裂のAから始
めてi司じように i4 ADCA (..0.) Jとなる。
(3 )五言律詩の平灰式
絶句は問旬に対して、律詩は八句となる。絶句 4句が「起旬、承旬、転旬、
結句j とよばれるに対し、律詩は2勾ごとに i首聯・綴聯・頚聯・ j翠聯」と!l子
び、額聯・頚聯に対句を置く。
一氏は f文学概論Jl (中国文化叢書4、大修館書fJ吉p94) に










(甲)起式は iCおAC(@(Q・@)十 ivDBAC C.@・(Q)、(乙)
















五言j~I:1幸正裕 f)天起j天終J (j ACDB (.(Q).(Q))十 jACDB) + j ACDB 
「平起}天終J(i DBAC (.(Q).(Q)) + iDBAC} 十ijDBAC 
備格 f}天起平終J {ii BCDB ((Q)(Q)・(Q))十 iA C.) CD B) + i 
ACDB 
「平起灰終Jf iv CBAC ((Q)(Q)・(Q))十 iD (.) BAC) 十i
DBAC 
七言担1:律正格 f}天起平終J (i CBAC ((Q)(Q)・(Q))十 ivD (・)BAC} + iv
DBAC 
「平起平終J {i BCDB ((Q)(Q)・(Q))十iA (・)CD13J 十j
ACDB 
備格 f}天起)天終J {iv DBAC (.(Q)・(Q)) + i¥lDBAC} + ivDBAC 
「平起灰終J {ii ACDB (・0・(Q))十iiiACDB} 十jACDB 
以上で起こりには平起j天起の 2議があり、その収束に2撞あって、一句の 4
基本平灰型を設定し、その組み合わせで得られる平氏式の導き方を示した。そ
の機械的導き7Jは五言絶句で示した操作法が七言絶句にも通じる。
は正格二つの繰り返し、七言律詩では初旬押韻のため、 i裂には初旬を換えた
{扇格i裂が、 i型にはその変換裂いf型が組み合わされたことを晃た。これで近
体詩六体の平!天式をいずれも機械的に説明できたと思う。
(元北陸大学教授)
(38) 
